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令和 7年度 芝浦幼稚園の教育についてのアンケート結果 
 

令和 7年度の芝浦幼稚園について実施したアンケートの結果をご報告いたします。 

 

・実施期間１１～12 月 保護者・教員・学校運営協議会委員…回答者数８６名（回収率９７％）  

・評価基準 

 

 

 

 

 

 

（１）幼稚園経営計画、経営方針が分かりやすい。 

 

豊かな学びと関わりのある幼稚園を目指し

て、①小学校入学前教育の充実と小学校教

育への円滑な接続 ②社会に開かれた教育

課程の充実 ③魅力ある幼稚園教育の充実 

の 3つの基本方針により教育活動を展開し

ました。毎学期の保護者会などで画像を通し

て具体的な幼児の様子から、方針や目標、指

導の中で大切にしていることを伝えてきまし

た。 

（２）園だより等の園から配布・配信する手紙やXホームページなどの情報で幼稚園の様子がよく分

かる。 

 

ホームページのブログやXの配信により、各

教員が、行事の様子や日々の遊びの様子、栽

培物の生長の様子などを配信しました。ホー

ムページのブログを配信した際は、各学級の

掲示でも配信の周知を行い、適時見ていた

だけるように工夫しました。引き続き、個人

情報に配慮しながら、幼稚園の様子が適時、

よりわかりやすく配信できるようにしていき

ます。 

（３）電話をかけたときや幼稚園を訪問した際の教職員の対応が丁寧である。 

 

対応が丁寧であるという評価をいただき、概

ね達成していると捉えます。教職員、用務業

務担当者一人ひとりが園の代表として対応し

ているという心構えとともに、引き続き丁寧

な対応に努めてまいります。 
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（４）教職員は、ＰＴＡや地域の活動に協力的である。 

 

PTA・地域の方のお力を借りながら、様々な

行事（わくわくデー、やきいも会、もちつき

会、地域の方と遊ぼう会など）を行うことが

できました。地域の方と遊ぼう会では、町会

などでご参加いただける方を募ってくださ

り、温かい雰囲気で園児とかかわっていた

だけました。園業務の調整を行いながら、教

職員が地域行事に関わることも進めていき

たいと考えます。 

（５）幼稚園は、ＰＴＡ活動や、保護者の活動の場を大切にしている。 

 

今年度は芝浦幼稚園地域コーディネーター

との連携を強化して、行事や園内整備のボ

ランティアを募り、活動していただきまし

た。PTA内の活動を精選し、ボランティア制

度を活用したことで、PTA としては負担軽

減につながったとのご感想もいただきまし

た。引き続き、保護者の方が幼稚園での活

動に関わりやすい方法を、地域コーディネー

ターとともに考え、実施していきます。 

（６）わくわくデーやおはなし会、もちつき会等、保護者や地域の協力を得て子どもが 感動する体験

を積み重ねている。 

 

地域コーディネーターと連携し、たくさんの

保護者ボランティアの方にご協力いただ

き、園児が楽しみにしている季節の行事を

行うことができました。幼稚園以外では経

験することが難しくなってきている様々な

活動を継続していくために、保護者や地域

の方との連携を深めていきます。 

（７）地域の小学校や中学校の児童・生徒との交流や小学校の校庭や体育館等の施設の活用を積極

的に進めている。 

 

今年度は、芝浜小学校 1 年生との交流、

学習発表会の参観、芝浦小学校の 1年

生、5年生との交流、港南中学校のなぎな

た部との交流や３つの中学校の職場体験

受け入れなどを実施しました。芝浦小学校

の校庭、体育館、プールなどの施設利用も

積極的に進めました。幼児が人と関わる

楽しさや安心感、学校への憧れの気持ち

をもてるよう、引き続き連携を深めていき

ます。 
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（８）子育ての支援として、地域の乳幼児対象「りんごちゃんくらぶ」、預かり保育「かるがもクラブ」の

活動に積極的に取り組んでいる。 

 

地域の乳幼児親子対象「りんごちゃんくらぶ」

は、担当職員と保護者ボランティアを中心に

温かい雰囲気の中で、親子で楽しめる活動を

実施しました。園児との交流など幼稚園の保

育への理解につながる活動を充実させ、入園

へもつながるようにしていきたいと考えま

す。子育てサポート保育「かるがもクラブ」

は、利用者も増加傾向にあります。戸外での

遊びなどの要望もあり、教育課程内の保育と

つながりのある保育内容を検討していきま

す。 

（９）子どもが自分から人や物などの環境に関わり、様々な体験を通して学ぶ「遊び」を大切にした教

育を推進している。 

 

幼児一人ひとりが、主体的に遊びや生活を

進めていくことができるよう、幼児の実態に

合わせて活動内容や環境の見直しを行って

きました。遊びや活動をとおして、幼児期に

必要な経験を積み重ねていけるように、教

員間で幼児の育ちと学びの姿を共有し、さ

らに指導と環境の充実に努めてまいりま

す。 

（１０）子どもの人権を尊重し、一人ひとりの「思い」を大切にした学級づくりをしている。 

 

「自分も大切、友達も大切」ということを実

現するために、教師が幼児一ひとりの思い

を十分に受け止めるとともに、友達の思い

にも気づけるように指導を続けてきまし

た。今後も、発達段階や幼児の実態を踏ま

えて、幼児一人ひとりが自分のことを安心

して表現でき、友達に関心をもち、どちら

も大切にできる学級づくりを行ってまいり

ます。 

（１１）子どもが十分に体を動かして満足感が得られるような体験ができるようにしている。 

 

毎日のニコニコタイムで異学年とともに改

装やダンスで楽しく体を動かす経験を積み

重ねてきました。また芝浦小学校の校庭や

ゆめひろばを活用した活動を計画的に取り

入れてきました。学校２０２０レガシーの活

動では、講師を招き年４回コオーディネーシ

ョントレーニングを行い、様々な体の動きを

引き出す活動を行いました。日常の保育の

中でも継続できるよう計画していきます。 
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（１２）幼稚園ネイティブティーチャーと幼児との関わりや幼児が英語に触れる機会を大切にしてい

る。 

 

英語活動の時間だけでなく、遊びの中でも

幼稚園ネイティブティーチャーと関わること

によって英語に触れる機会を大切にしてい

ます。今年度は１０月の国際理解ウイーク、１

２月のお楽しみ会で複数の幼稚園ネイティ

ブティーチャーと様々な国の文化に触れな

がら関わりました。年間指導計画に基づ

き、実施内容の工夫を図ってまいります。 

（１３）集団生活におけるきまりや、道徳性の芽生えを身に付ける教育をしている。 

 

集団生活の中で必要な約束やきまりがある

ことに気づき、発達段階に応じて考えて行

動する力を育てることを意識して指導して

きました。様々なできごとの中で、相手のこ

とも思い、どのように行動したらよいかを学

級のみんなで考える機会も設けています。

引き続き、思いやりの気持ちや自律心を身

に付けることを大切に指導していきます。 

（１４）子どもが生き物や植物等の自然と関わる活動を充実させている。 

 

とうきょうすくわくプログラムの活動で講師

の話を聞きながら一緒に園庭やたんけん広

場を探検することで、子どもたちは季節の

変化に応じた植物や生き物により興味をも

てるようになりました。講師と教員での研修

も行い、植物の置き方や粗朶の整備など、生

き物を呼ぶ環境の整備も行っています。自

分たちで栽培したものをみんなで食べる喜

びを感じられるように野菜などの栽培も引

き続き計画的に行います。 

（１５）小学校への就学を見通した教育内容として聞くこと話すこと、友達との関わりなどを大切にし

た教育をしている。 

 

港区版架け橋期のカリキュラムをもとに、自

分の気持ちや考えを表すことや、友達や教

師の話をじっくり聞く経験を積み重ねられ

るように指導しています。今後も自分の思

いを学級のみんなの前で伝えたり、友達の

思いを聞いたりする機会設けるなど、指導

の工夫に努めてまいります。 
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（１６）異年齢の育ち合いや関わり合いを大切にした教育を進めている。 

 

ファミリー（異学年のグループ）での活動や、

日々の遊びの中で、異年齢の幼児が同じ場

で一緒に遊ぶこと、年度当初の年長児と年少

児が手をつないで保育室へ向かう様子など

を通して、異年齢での育ち合いを評価してい

ただいたと捉えます。引き続き、様々な活動

の中で異年齢が関わり合い、相手のことを思

いやったり、憧れの気持ちをもったりする気

持ちを育むことを大切にしていきます。 

（１７）こどもかい（劇あそびの発表）など、様々な行事の中で子どもたちが楽しんで活動する姿やそ

の成長が感じられる。 

 

今年度は、様々な状況により、全学年での運

動会は実施できませんでしたが、保育参観・

参加の機会を増やしたことで保護者・学校関

係者の皆様に活動の様子や成長の姿を見て

いただけたと考えています。今年度の反省を

生かし、より子どもたちが達成感や満足感を

感じられるよう、行事の内容や時期について

計画していきます。 

（１８）「港南アカデミー」（芝浦幼・小、港南幼・小・中、芝浜小）や、園内研究主題「探究する心を育てる

自然環境の工夫」に基づき研究を進め、その成果を保育の充実に反映している。 

 

年３回の研究保育・授業・協議会を実施し、６

校園の教員がともに１２年間を見通した保

育・教育の方法を研究しています。また、園

内研究では、とうきょうすくわくプログラム

の活動と関連させ、園庭の自然環境の見直

し、整備を行いました。研究の内容や成果を

分かりやすく発信できるように工夫してまい

ります。 

（１９）幼稚園内や園庭の清掃など、環境整備が行きとどいている。 

 

教職員と用務担当者が、清掃等を丁寧に行

っています。自由意見の中で、園周囲の清

掃、環境整備についても評価をいただきま

した。引き続き、園児・保護者だけでなく、施

設利用者が、快適に過ごせるように環境整

備を行っていきます。 
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（２０）施設・設備の安全、維持管理のための点検や整備、改善を計画的かつ適切に行っている。 

 

教職員が行う毎月の安全点検、担当業者に

よる施設・設備の点検を中心に随時・定期の

点検を行っています。危険個所が発見され

た際には学務課担当者へ速やかに報告、対

応を相談するとともに、園内でできる方法

で対応し、幼児への安全指導、保護者や施

設利用者への注意喚起を行い、安全を確保

しています。 

（２１）子どもたちが安全に生活できるよう、 安全指導、避難訓練、不審者対応等、安全・防災・防犯

に関する取組を十分に 行っている。 

 

避難訓練は毎月 1回以上、火災、地震、不審

者対応、J アラートなどの想定で実施し、幼

児も教職員も真剣に取り組んできました。ま

た小学校との合同の訓練も行い、様々な想

定の中で、非常時の行動の仕方を身に付け

ています。警察署や消防署の方にもご指導

いただきながら、引き続き、安全・防災・防犯

に関する取組を行っていきます。 

（２２）ニコニコタイム（朝の体操・ダンス）や、なぎなた、運河探検、コオーディネーショントレーニング

等、特色ある教育活動を推進している。 

 

毎年行っているニコニコタイムや5歳児の

なぎなた体験、運河探検、コオーディネーシ

ョントレーニングなどの活動が、特色のある

教育活動として位置づき、保護者や学校関

係者の方にも評価をいただいています。 

講師との活動時だけでなく、日常の保育の

中でも継続的に取組を位置づけられるよう

に、より工夫していきます。 
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